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認定

185億円

　平成３０年第３回定例会（９月議会）は、８月３１日に開会し、１０月１日
までの会期で開催しました。一般質問は９月１０日から１２日の３日間、１２
人の議員が質問を行い、また、１３日から２０日にかけては、予算決算委員
会で補正予算と決算を審査し、１０月１日に議案審議を行い閉会しました。
　議案審議では、小中学校へのエアコンや街頭防犯カメラの設置を含む一
般会計の補正予算をはじめ、病児・病後児保育施設の指定管理者の指定や
建設工事、文化センターや総合体育館など文化・スポーツ施設の設備更新
や整備工事に関する議案など、２０件をすべて可決し、また、平成２９年度
決算の認定では、一般会計・特別会計・企業会計すべての決算を認定しま
した。
　　※賛否の分かれた議案は４ページに掲載
　　　全議案の議決結果はホームページでご覧いただけます。

９
月
議
会あ

ら
ま
し

認定

９
月
定
例
会

一般会計 特別・企業会計
歳出歳入

192億円/
国保／介護／
下水道／病院
など 全10会計

意見と今後留意すべき事項 意見と今後留意すべき事項
● 職員の時間外勤務が増加傾向。削減につなが
る抜本的な制度改革を検討すること。
● 施設設備の不具合は、利用者の利便性を第一
に迅速に対応すること。
● 事業の検証を十分に行い、不用となる額を早
期に減額補正することで、予算を有効に活用
すること。

● 県域化がスタートしたことから、引き続き滞
納額の縮減に努めること。〔国民健康保険会計〕
● 水の安全確保を第一に、コスト削減に努める
こと。〔水道会計〕
● 常勤医師の減少を認めず引き続き医師確保に
努め、村民ニーズに合った診療体制の充実を
図ること。〔病院会計〕

　９月議会では、前年度の決算（収入・支出の実績）について審査を行います。
　これは、議会が決定した予算について、執行の効率性や効果を審査・評価するもので、東海村議会では、
一般会計予算決算委員会と特別会計予算決算委員会において審査します。
　ここでは、委員会で出された決算に対する意見の一部を紹介します。

※「決算審査」の説明は、Ｐ12議会豆知識もあわせてご覧ください。

村のお金の使い方を
平成 29年度決算を審査しました

check !

委員会では、村執行部から説明を受け、質疑をしながら審査します。



９
月
定
例
会

議会で議決した議案などの内容から、特に生活に関わりのある事柄を紹介します。
今回は、可決された一般会計補正予算に含まれる２つの事業です。

議会 トピックス

ト
ピ
ッ
ク
ス
②

ト
ピ
ッ
ク
ス
①

　近年、夏の暑さは厳しさを増しており、これまで議会の一般質問でも教室へのエアコン設置
を求める意見がありました。そのような中、国の基準 が見直されたことに加え、今年夏の「災
害レベル」の暑さもあったため、来年６月から使用できるようエアコンが設置されます。

普通教室への　　　　　設置　来年夏から供用開始

小中学校の環境改善！

事業内容
設置教室数：約200室（普通教室・特別教室）
エアコンの調達方法：１０年間のリース方式
予算額：年額6,100万円（最大）※設計・設置・保守点検含む。

文部科学省「学校環境衛生基準」が本年 4月に見直され、「教室に
おける望ましい温度」が３０℃以下から２８℃以下とされました。

街頭防犯カメラの設置
茨城国体の開催に向け、安全・安心の醸成を

　来年の茨城国体の開催に向け、犯罪の抑止
や犯罪発生時の的確な対応に有効な街頭防犯
カメラが、県の補助を活用し設置されます。
〔設置工事予算額：9,862千円〕

❶国体・障スポ大会競技会場の周辺交差点等
❷交通インフラから競技会場へのアクセス道路上

住民の身近に起きる犯罪、不安に感じる事案の
抑止等に効果が期待できる場所等

千円〕

設 置 対 象
Ｎｏ. 名称 路線 Ｎｏ. 名称 路線
❶ 二軒茶屋交差点 国道６号/原研通り ❼ 東海駅東口広場
❷ 東海駅西口交差点 もみじ通り/駅西大通り ❽ 東海駅東口交差点 駅東大通り
❸ 東海駅西口広場 ❾ 東海高校入口交差点 はなみずき通り/動燃通り
❹ 舟石川小入口交差点 もみじ通り/動燃通り 10 阿漕ヶ浦入口交差点 国道 245号
❺ 遠間交差点 かえで通り 11 原子力機構前交差点 国道 245号/動燃通り
❻ 合同庁舎前交差点 はなみずき通り/原研通り

東海
駅

1

2
3

4
7

8

6

9

5
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11

6

245

二軒茶屋交差点

東海駅西口交差点

東海駅東口交差点

合同庁舎前交差点

阿漕ヶ浦入口交差点

原子力機構前交差点

東海駅西口広場

舟石川小入口交差点

遠間交差点

東海高校入口交差点

東海駅東口広場

村立東海病院

とうかい
村松宿こども園

東海村役場

設置予定地

注

エアコン

すずしいね♪

注

2018.10 第34号3 議会だより



2018.10 第34号 4議会だより

９
月
定
例
会

　　　議員名

議案等名　　

新政とうかい みすずの会 公明党 無会派

結果
鈴
木　
　

曻

飛
田　

静
幸

村
上　

邦
男

舛
井　

文
夫

大
内　

則
夫

越
智　

辰
哉

河
野　

健
一

武
部　

愼
一

吉
田　

充
宏

寺
門　

定
範

笹
嶋　

士
郎

新
垣
麻
依
子

江
田　

五
六

恵
利　

い
つ

清
宮　

寿
子

阿
部　

功
志

岡
崎　
　

悟

植
木　

伸
寿

大
名
美
恵
子

村
上　
　

孝
議案第５８号 ○ ○ ○ ○

議　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
議案第６０号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
認定第　１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認定
認定第　２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認定
認定第　３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認定
認定第　４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 認定

○…賛成　　　×…反対 ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

各議員の賛否（議案などで賛否の分かれたもの）

議
案
第
58
号

　

東
海
村
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

政
府
の
「
65
才
以
上
の
障
が
い
者
は
、
原
則
介

護
保
険
優
先
」
と
い
う
前
提
に
よ
る
共
生
型
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
自
己
負
担
の
発
生
な
ど
高

齢
障
が
い
者
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
た
め
反
対
。

認
定
第
1
号

平
成
29
年
度
東
海
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

小
・
中
学
校
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
、
設
置
の
方
向
性
を
持
ち
つ
つ
年
間
通
じ
て
全

く
予
算
化
せ
ず
具
体
化
に
着
手
し
な
か
っ
た
事
は
反

省
す
べ
き
。
必
要
性
を
感
じ
た
事
業
は
独
自
の
判
断

と
見
極
め
が
重
要
。
今
後
に
生
か
す
べ
き
。

認
定
第
2
号

平
成
29
年
度
東
海
村
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

国
保
県
域
化
に
向
け
て
税
徴
収
強
化
が
意
識
さ

れ
た
決
算
で
あ
り
容
認
で
き
な
い
。
資
格
証
明
書
や

短
期
保
険
証
の
発
行
、
督
促
発
生
と
同
時
の
税
務
課

へ
の
滞
納
整
理
依
頼
は
中
止
し
、丁
寧
な
納
税
相
談
、

被
保
険
者
の
体
調
確
認
等
が
重
要
。

認
定
第
3
号

平
成
29
年
度
東
海
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
が
58
万
円
以
下
の

場
合
の
所
得
割
額
の
軽
減
が
５
割
か
ら
２
割
に
改

悪
さ
れ
た
決
算
の
た
め
反
対
。
今
後
も
更
に
改
悪

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
問
題
。

認
定
第
4
号

平
成
29
年
度
東
海
村
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

国
が
進
め
る
「
医
療
と
介
護
の
一
体
改
革
」、「
互

助
サ
ー
ビ
ス
」
へ
の
移
行
等
に
よ
り
、
保
険
料
徴
収

は
強
化
さ
れ
、
一
方
で
給
付
は
削
減
と
い
う
悪
政
を

推
進
し
た
決
算
で
あ
り
認
め
ら
れ
な
い
。

議
案
第
60
号

　

平
成
30
年
度
東
海
村
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

国
保
の
県
域
化
に
か
か
る
交
付
金
収
入
及
び
事

業
実
績
等
シ
ス
テ
ム
変
更
の
た
め
の
支
出
金
に
反

対
。
県
域
化
さ
れ
税
引
き
上
げ
が
強
ま
れ
ば
被
保

険
者
を
医
療
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

無
会
派　

大
名 

美
恵
子 

議
員

反対 討

論

討
論
と
は
…
本
会
議
で
自
分
の
意
見
（
賛
成
ま
た
は
反
対
）

を
表
明
し
、
そ
の
意
見
に
反
対
す
る
議
員
、
賛
否
の
意
思
を
決
め
て
い
な

い
議
員
を
、
自
分
の
意
見
に
賛
同
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

賛否の分かれた議案などの名称と要旨

議案第58号
東海村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改
正する条例
国の基準の改正に伴い、共生型地域密着型サービスに関する基準を追加するための一部改正

議案第60号
平成 30年度東海村国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
平成 29年度実質収支の確定に伴い、必要な予算措置をするもの

認定第１号 平成 29年度東海村一般会計歳入歳出決算の認定について
認定第２号 平成 29年度東海村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第３号 平成 29年度東海村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第４号 平成 29年度東海村介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
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一

般

質

問

村政を問う！一般質問

笹嶋　士郎　議員
１　待機児童解消について
２　東海病院の問題について
３　今後の小学校のあり方
４　 （仮称）歴史と未来の交流館整備の進捗状況

寺門　定範　議員
１　農地集約について
２　農業公社の検討状況
３　広域避難計画について
４　公園の車椅子対応トイレ設置

阿部　功志　議員
１　 原発事故で住民が避難しなければならない
法的根拠は

２　 原発事故での避難で、避難してから先の計
画を策定する見通しは

３　 災害時の職員の出勤体制は
４　小中学校教室へのエアコン設置、進捗状況は
５　小中学校における高温対策の指針は

大名　美恵子　議員
１　 放課後対策等デイサービスなどの利用状況
２　 本村の学童保育の実態及び今後の充実
３　 小・中学校の普通教室にエアコン設置を早期に
４　原子力安全協定（従来及び新）の運用
５　 広域避難訓練の評価及び避難計画案への反
映に関する考え方

武部　愼一　議員
１　道徳教育に係る評価の考え方
２　 いじめ防止対策推進法公布から５年／ス
クールコンプライアンスの検討が必要では

３　 外国人児童への日本語教育／語学研修制度
などが必要では

４　 SOCIETY５に向けた人材育成／人口減少
への対応と超スマート社会に向けて

５　 村全体を俯瞰した総合管理計画の見直しに
向けた検討状況は

６　 東海村における地質情報DBの現状／危険
地帯地質情報等の活用

江田　五六　議員
１　 超高齢化社会における東海病院のあり方
２　 村所有地のボランティアによる草刈り作業
３　（仮称）歴史と未来の交流館について

恵利　いつ　議員
１　少子化社会における村立学校の将来ビジョン
２　文化センターの長寿命化計画
３　 安全な飲み水・農業用水確保のための認識
を高めるために「（仮称）久慈川サミット」 
開催を

４　 文書管理や記録管理はどのような基準の下
に行われているのか

植木　伸寿　議員
１　学校教育の取り組み
２　ヘルプマークとヘルプカード導入への考えは
３　選挙投票率向上への取り組みは
４　地域福祉への取り組みは
５　改正児童扶養手当法に基づく取り組みは

村上　孝　議員
１　本村の農業基本計画の推進状況
２　農地集約に伴う基盤整備の進め方
３　 ブロックローテーションによる生産調整の
在り方

４　農業就労者の維持や確保のための施策
５　日本型直接支払制度の創設

清宮　寿子　議員
１　原子力事故時災害対策の準備状況は
２　 歴史と未来の交流館建設は住民の理解を得
ているか

舛井　文夫　議員
１　公文書を含めた文書管理
２　東海村総合計画の経過
３　人口の見通しについて
４　自治会制度について
５　区画整理事業の清算について
６　駅周辺の環境整備と無電柱化

岡崎　悟　議員
１　骨髄ドナーへの助成
２　自転車保険について
３　ブロック塀の安全対策
４　高齢者への熱中症対策

※青字の質問を掲載。
※議会ホームページでもご覧いただけます。

一般質問とは
　議員が、村のさまざまな施策について村長や教育長など執行部に対して質問し、時には是正を求めながら、新たな
施策の提案や意見を述べ、村政をより良い方向へ導くものです。
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問　

４
月
１
日
か
ら
９
月

１
日
時
点
で
入
所
保
留
者
、

待
機
児
童
が
増
え
て
い
る
。

児
童
が
入
所
で
き
な
い
、
ま

た
、
兄
弟
姉
妹
で
別
々
の
保

育
所
に
振
り
分
け
ら
れ
た

保
護
者
は
、
大
変
困
っ
て
い

る
。
こ
の
解
消
に
は
、
２
歳

児
未
満
の
小
規
模
保
育
を

実
施
し
、
ア
イ
ヴ
ィ
ル
や
駅

前
な
ど
に
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ

ン(

一
時
預
か
り)

を
設
置

し
て
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
各

保
育
所
に
送
り
届
け
る
な

ど
の
政
策
を
展
開
す
べ
き
で

あ
る
。

答　

比
較
的
短
時
間
で
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
、
０
歳

児
か
ら
２
歳
児
に
限
定
し

た
小
規
模
保
育
施
設
の
開

設
や
、
既
存
施
設
の
有
効

活
用
な
ど
、
早
期
解
消
に

向
け
検
討
を
進
め
て
い
く
。

小
規
模
保
育
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
民
間
事
業
者
か
ら

の
照
会
が
あ
り
、
候
補
施

設
の
検
討
を
行
っ
た
が
条

件
に
合
う
物
件
が
な
く
、

実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
。

問　

２
歳
児
未
満
の
小
規

模
保
育
を
民
間
が
出
来
な

け
れ
ば
、
村
が
行
え
ば
い

い
こ
と
。
他
自
治
体
が
出

来
な
い
こ
と
を
す
る
こ
と

が
、｢

東
海
村
ら
し
さ｣

で

は
な
い
の
か
。

答　

多
様
な
保
育
の
提
供

に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
検
討
を
進
め
る
。

問　

農
業
が
抱
え
て
い
る

後
継
者
問
題
や
耕
作
放
棄

地
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
農

業
公
社
設
立
の
検
討
が
あ

る
。
公
社
設
立
に
は
、
採
算

性
の
確
保
が
大
き
な
問
題

で
あ
る
。
特
に
、
新
規
に
法

人
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
は
、

初
期
の
設
備
投
資
、
人
の

確
保
な
ど
の
大
き
な
問
題

が
あ
り
、
実
現
に
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
村
内
に
は
、
既

存
の
農
業
法
人
や
農
業
関

連
企
業
が
あ
る
。こ
こ
に
は
、

人
材
と
機
材
が
一
定
程
度

揃
っ
て
い
る
。
ゼ
ロ
か
ら
の

公
社
設
立
で
は
な
く
、
こ
の

既
存
組
織
の
協
力
を
得
て

い
く
こ
と
が
、
必
須
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　

平
成
26
年
度
よ
り
、

農
地
保
全
を
目
的
と
し
た

農
地
の
受
け
皿
と
な
る
法

人
等
「（
仮
称
）
農
業
公

社
」
の
設
立
検
討
を
始
め

た
。
当
初
は
、
新
規
に
法

人
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で

検
討
を
始
め
た
が
、
初
期

投
資
、
採
算
性
や
人
の
確

保
な
ど
か
な
り
課
題
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
新
規
法

人
立
ち
上
げ
を
リ
セ
ッ
ト

し
た
。
村
内
で
は
、
既
存

の
農
業
法
人
や
農
業
関
連

企
業
が
で
き
て
お
り
、
既

存
組
織
と
ど
う
連
携
す
る

か
が
重
要
と
考
え
る
。
連

携
の
在
り
方
を
含
め
て
検

討
す
る
。

問　２歳児未満の
小規模保育の実施を

答 　多様な保育について検討を進める　

問　農業公社は、
既存法人の協力必須

答 　既存組織との連携を含め検討する　

石神外宿地区で今年から始めた
飼料用デントコーン栽培

駅前保育所を要望したアイヴィル

新政とうかい
笹嶋　士郎　議員

新政とうかい
寺門　定範　議員



一

般

質

問

2018.10 第34号7 議会だより

問　

根
本
的
な
質
問
。
そ

も
そ
も
住
民
が
、
一
企
業
が

起
こ
す
原
発
事
故
と
い
う
不

始
末
に
全
生
活
を
賭
け
て
つ

き
あ
わ
ね
ば
な
ら
な
い
根
拠

は
何
か
。
避
難
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
法
的
根
拠
は
。

答　

原
子
力
災
害
対
策
特

別
措
置
法
、
災
害
対
策
基
本

法
の
規
定
の
読
み
替
え
で
、

人
の
生
命
・
身
体
を
原
子
力

災
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
。

問　

避
難
し
な
い
と
罰
則
、

こ
れ
は
憲
法
違
反
の
疑
い

が
あ
る
。
罰
則
の
正
当
性

は
憲
法
に
照
ら
し
て
ど
う

だ
と
村
は
捉
え
て
い
る
か
。

答　

憲
法
で
規
定
す
る
国

民
の
権
利
等
は
尊
重
・
擁

護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
罰
則
は
司
法
の
問
題
。

問　

ど
れ
も
問
い
を
ず
ら

し
、
答
え
に
な
っ
て
い
な

い
。
村
は
村
民
を
守
る
視

点
を
持
っ
て
避
難
計
画
を

作
っ
て
い
る
の
か
。

答　

避
難
訓
練
の
実
施
等

に
よ
り
、
安
全
確
保
の
実

効
性
向
上
に
努
め
る
。

問　

小
中
学
校
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
は

答　

来
年
６
月
ま
で
に

小
中
８
校
す
べ
て
に

問　
小
中
学
校
普
通
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
の
進
み
具
合
は
。

答　

８
校
す
べ
て
の
普
通

教
室
・
特
別
教
室
に
来
年

６
月
の
供
用
開
始
を
目
途

に
進
め
る
。
12
月
ご
ろ
に

は
リ
ー
ス
契
約
を
し
た
い
。

問　

真
に
人
間
ら
し
い
居

住
空
間
と
な
る
避
難
所
の

あ
り
方
を
追
求
す
る
役
割

が
村
長
に
は
あ
る
。　
　

　

県
の
広
域
避
難
計
画
を

補
充
さ
せ
つ
つ
村
の
計
画

案
を
練
る
こ
と
が
重
要
。

　

浜
岡
原
発
が
立
地
す
る

静
岡
県
は
、
複
合
災
害
を

想
定
し
、
第
一
次
避
難
所
が

使
え
な
い
時
の
二
次
避
難

所
も
県
ま
で
だ

が
示
し
て
い
る
。

避
難
所
の
一
人

当
た
り
の
ス
ペ

ー
ス
は
3
㎡
を

有
効
面
積
の
目

安
と
し
て
お
り
、

ま
た
人
道
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
策
定
し
た

問　避難しないと罰則、
憲法違反では

答 　国民の権利は尊重されなければ　

問　人間らしい
居住空間の避難所を

答 　人道対応の国際基準を参考にする

みすずの会
阿部　功志　議員

大名 美恵子　議員

ス
フ
ィ
ア
基
準
で
は
3.5
㎡
と

し
て
い
る
。

　

静
岡
県
の
広
域
避
難
計

画
や
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
参
考

に
、
本
村
の
避
難
計
画
案
の

実
効
性
確
保
に
努
め
て
は

ど
う
か
。

答　

人
道
対
応
に
関
す

る
国
際
基
準
と
さ
れ
る
ス

フ
ィ
ア
基
準
は
、
内
閣
府

策
定
の
「
避
難
所
運
営
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て

も
そ
の
考
え
方
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
静

岡
県
の
例
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
状
況
に
応
じ
て
本

村
の
避
難
計
画
案
に
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

半
径
30
㎞
圏
内
に
人
口
約
96
万
人

避
難
す
る
に
は
困
難
が
大
き
い
東
海
第
二
原
発

(

排
気
筒
左
側
）

7月の避難訓練
暑かった藤代南中体育館



一

般

質

問

2018.10 第34号 8議会だより

問　

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
継

続
に
向
け
た
地
方
自
治
体

の
コ
ス
ト
管
理
計
画
の
基

本
と
な
る
個
別
施
設
の
情

報
収
集
と
、
個
別
計
画
の

検
討
状
況
は
い
か
に
。
ま

た
、
こ
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
管
理
に
関
す
る
考

え
方
、
対
応
方
針
等
の
考

え
方
、
個
別
の
管
理
計
画

等
を
完
了
さ
せ
、
そ
れ
ら

の
優
先
順
位
等
を
決
め
る

こ
と
が
必
要
。
全
て
の

事
業
の
必
要
性
を
見
直

し
、
事
業
終
了
を
明
確

に
し
た
上
で
新
た
な
総

合
管
理
計
画
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
課
題
で

は
な
い
の
か
、
考
え
を

伺
う
。

答
　
計
画
推
進
会
議
を
11

月
に
開
催
し
、
各
施
設
の

取
り
組
み
状
況
を
確
認
し
、

全
庁
的
な
情
報
共
有
を
図

り
、
よ
り
効
率
的
・
効
果

的
な
公
共
施
設
の
維
持
管

理
に
努
め
て
い
く
。
現
在
、

施
設
管
理
課
と
の
内
容
確

認
を
進
め
た
後
、
政
策
会

議
、
議
会
説
明
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
等
を
経
て
今

年
度
中
の
個
別
計
画
策
定

を
目
指
し
て
い
る
。
計
画

の
実
行
性
を
高
め
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
企
画
経
営
課

に
業
務
を
移
管
し
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
十
分
に
発

揮
し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

問
　
現
在
の
「（
仮
称
）
歴

史
と
未
来
の
交
流
館
」
建

設
予
定
地
は
、
震
災
後
の

耐
震
の
な
い
中
央
公
民
館

を
さ
ら
地
に
し
て
、
生
涯
学

習
機
能
を
備
え
た
施
設
と

中
央
公
民
館
を
造
る
は
ず

だ
っ
た
。
な
ぜ
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
か
ら
交
流
館
に
変

わ
っ
た
の
か
。

答
　
震
災
復
旧
を
最
優

先
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

計
画
は
白
紙
と
し
た
が
、

文
化
財
の
適
切
な
保
存
・

活
用
と
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
の
機
能
に
特
化
し

た
施
設
整
備
を
行
う
こ
と

と
し
、
議
会
の
議
決
を
得

て
交
流
館
建
設
の
た
め
の

用
地
と
し
て
取
得
し
た
も

の
で
あ
る
。

問　

建
物
を
造
る
前
に
理

念
を
語
る
べ
き
。
こ
れ
か
ら

の
少
子
高
齢
社
会
に
16
億

円
も
の
建
設
費
と
１
０
０
億

円
近
い
維
持
管
理
費
を
か
け

る
だ
け
の
交
流
館
は
必
要
が

あ
る
の
か
。
少
子
高
齢
社
会

を
視
野
に
入
れ
た
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。

答
　
基
本
計
画
に
掲
げ
た

基
本
理
念
は
現
在
も
変
わ

っ
て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う

な
社
会
に
な
っ
て
い
っ
た

と
し
て
も
、
東
海
村
と
い

う
郷
土
の
歴
史
・
自
然
を

伝
承
し
て
い
く
た
め
の
施

設
は
必
要
で
あ
る
。

問　総合管理計画
見直し状況はいかに

答 　計画推進会議で優先順位等を検討

問　少子高齢社会
交流館建設は必要か

答 　郷土の歴史を伝承する施設は必要

新政とうかい
武部　愼一　議員

みすずの会
江田　五六　議員

総務省における公共施設等総合管理計画及び
個別施設計画の策定促進に向けた考え方を示
したもの。（総務省資料より抜粋加工）

建設工事費が議決される前の樹木伐採は論外

公共施設等総合管理計画に基づく
老朽化対策の推進イメージ



一

般

質

問

2018.10 第34号9 議会だより

問　

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、

築
40
年
経
過
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
計
画
を
伺
う
。

答　

長
寿
命
化
計
画
を
立

て
、
今
後
30
年
に
わ
た
る

改
修
工
事
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
作
成
。
可
能
な
限
り

「
利
便
性
の
向
上
」
に
向
け

た
施
設
改
修
を
検
討
す
る
。

問　
「
利
便
性
の
向
上
」
の

一
つ
と
し
て
「
障
が
い
者

に
や
さ
し
い
」
と
い
う
点

が
あ
る
。
障
が
い
者
に
優

し
い
こ
と
は
、
一
般
の
住

民
に
も
優
し
い
と
い
う
こ

と
。
ど
の
よ
う
な
文
化
セ

ン
タ
ー
を
目
指
す
の
か
。

答　

長
寿
命
化
の
た
め
の

工
事
を
計
画
的
に
行
い
、

そ
の
他
は
利
用
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

問　

経
年
劣
化
対
策
は
、
長

寿
命
化
と
し
て
当
た
り
前
の

こ
と
、
文
化
セ
ン
タ
ー
は
他

の
建
物
と
違
っ
て
特
別
の
機

能
や
快
適
性
を
求
め
ら
れ
る

建
物
。
こ
れ
ま
で
の
対
策
の

延
長
で
は
、
使
い
勝
手
の
悪

い
箱
物
に
な
り
か
ね
な
い
。

高
齢
化
社
会
で
は
、
誰
も
が

使
い
や
す
い
多
様
性
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
建
物
が
求
め

ら
れ
る
。
部
分
改
修
で
は
効

率
が
悪
い
た
め
、
大
規
模
改

修
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
。

答　

利
用
状
況
や
ニ
ー

ズ
、
運
用
面
の
工
夫
、
費

用
対
効
果
な
ど
総
合
的
に

勘
案
し
、
検
討
す
る
。

問　

村
で
は
、
昨
年
示
さ
れ

た
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
、

Ｅイ
ー
エ
ス
デ
ィ
ー

Ｓ
Ｄ
や
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇｓ
な
ど
、
ど

う
推
進
す
る
の
か
伺
う
。

答　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

双
方
に
共
通
し
て
い
る
の

は
、
自
然
環
境
と
人
々
の

暮
ら
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
な
ど
、
複
数
の
視
点
か

ら
関
連
性
を
も
た
せ
、
現

代
社
会
の
課
題
を
考
え

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
は
、
地
域
の
達
人

か
ら
生
き
た
知
恵
を
学
ぶ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
姿
は
、
ま
さ
に
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
そ
の
も
の
と
捉
え
ら
れ

る
。
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
に
求
め
ら
れ
る
資

質
・
能
力
は
何
か
、
そ
の

た
め
の
教
育
活
動
の
在
り

方
等
を
検
討
す
る
こ
と
が

第
一
と
考
え
る
。

問　

指
導
要
領
で
は
、
知

識
や
技
能
だ
け
で
な
く
生

き
る
力
を
育
む
こ
と
や
、

教
科
横
断
的
に
学
ぶ
こ
と

に
よ
り
主
体
的
・
対
話
的

で
、
深
い
学
び
の
実
現
に

向
け
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。

考
え
を
伺
う
。

答　

現
代
社
会
の
課
題

を
意
識
し
な
が
ら
授
業
を

つ
く
り
上
げ
、そ
の
中
で
、

児
童
生
徒
が
身
の
回
り
の

問
題
と
結
び
つ
け
て
考
え

る
場
を
作
る
な
ど
学
校
現

場
の
積
み
重
ね
を
通
し
、

ど
の
部
分
を
結
び
つ
け
て

学
習
す
れ
ば
よ
い
か
を
考

え
て
い
く
。

問　文化センター、
今後の計画は

答 　これから更に 30年間利用していく

問　学習指導要領の具現化は
答 　複数の視点から関連性をもたせる　

みすずの会
恵利　いつ　議員

公明党
植木　伸寿　議員

村松小学校のコミュニティ・スクールの様子
地域の方々と共に学ぶ交通安全授業

文化センター横、プレハブの中央公民館
「使い勝手が悪い」との声があるが、10年間の
リース契約終了後も利用予定

ESD　とは … Education for Sustainable Development の略。持続可能な社会づくりの担い手を育む教育
SDGsとは …  Sustainable Development Goals の略。持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のターゲットから
　　　　　　　　構成される国際目標
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問　

圷
土
地
改
良
区
内
の

農
地
基
盤
整
備
は
、
実
施

か
ら
50
年
近
く
経
過
し
、

給
水
設
備
、
排
水
設
備
、

暗
渠
設
備
、
排
水
路
が
荒

廃
し
て
い
る
。
農
地
を
集

約
し
優
良
農
地
と
し
て
次

の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
は
、
農
地
の
基
盤
整
備

が
早
急
に
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　

耕
作
条
件
の
悪
い
農

地
の
基
盤
整
備
を
行
い
、

分
散
し
た
農
地
の
集
積
集

約
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
農
地
中
間
管
理

機
構
関
連
農
地
整
備
事
業

が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
事

業
は
、
地
権
者
で
あ
る
農

家
の
負
担
無
し
で
事
業
を

実
施
で
き
る
が
、
面
積
条

件
と
し
て
一
般
地
域
は
10

ha
以
上
が
対
象
で
、
こ
の

全
て
の
農
地
に
15
年
以
上

の
中
間
管
理
権
設
定
が
必

要
と
な
り
、
権
限
は
全
て

中
間
管
理
機
構
に
移
管
さ

れ
、
換
地
等
に
つ
い
て
も

全
て
事
前
に
了
解
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
事
業
完
了
後
80
％
以

上
を
認
定
農
業
者
な
ど
の

担
い
手
に
集
積
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
で
、
事
業
実
施

に
あ
た
り
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
。
ま
ず
は
県
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
し
、
地
元

の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら

説
明
会
を
実
施
し
て
い
く
。

問　

原
子
力
事
故
災
害
対

策
に
お
け
る
被
災
者
の
住
居

と
職
業
の
確
保
、
生
活
資
金

の
支
給
等
、
調
達
方
法
と
費

用
額
を
伺
う
。

答　

国
や
県
、
関
係
機

関
と
協
力
の
下
、
住
宅
提

供
等
支
援
を
実
施
す
る
。

費
用
は
そ
の
協
議
の
中
で

整
理
さ
れ
る
。

問　

計
画
の
実
効
性
を
高

め
る
た
め
早
急
に
協
議
す
べ

き
。
協
議
予
定
時
期
は
。
ま

た
計
画
は
村
の
義
務
に
つ
い

て
具
体
的
に
記
述
し
て
い
る

が
費
用
の
記
述
は
皆
無
で
あ

る
。
理
由
は
何
か
。
ま
た
住

民
が
離
散
し
て
い
る
中
、
被

害
状
況
を
ど
う
調
査
し
、
損

害
賠
償
を
ど
こ
に
請
求
す
る

か
な
ど
、
補
償
の
可
能
性
は

あ
る
の
か
。

答　

具
体
的
な
事
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。
関
係
機

関
と
協
議
の
上
決
定
さ
れ

る
。
被
害
状
況
は
国
、県
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
調

査
す
る
。
賠
償
請
求
先
は

福
島
の
事
故
で
の
対
応
が

例
に
な
る
。

問　

村
は
避
難
後
の
住
民

の
生
活
・
生
命
・
財
産
を
補

償
す
る
こ
と
を
国
と
事
業
者

に
求
め
、
補
償
内
容
を
精
査

す
る
こ
と
を
避
難
計
画
の
項

目
に
加
え
、
よ
り
実
効
性
あ

る
避
難
計
画
に
す
べ
き
と
思

う
が
考
え
は
。

答　

原
子
力
損
害
賠
償

制
度
の
観
点
上
、
計
画
へ

の
記
載
は
な
じ
ま
な
い
。

問　農地集約の
基盤整備の進め方は

答 　国の農地整備事業を活用する　

問　避難後住民の
生活再建への補償は

答 　国県、関係機関と協議し決定する

東海村地域防災計画
原子力災害対策計画編は、62頁にわたり
村のなすべきことを記載

圷土地改良区の沖田

村上　孝　議員

みすずの会
清宮　寿子　議員
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問　駅周辺の環境設備と
無電柱化は

答 　年度内に家屋等の撤去作業を行う　

問　民間ブロック塀の
安全確認が必要

答 　建築士会などと派遣を協議する　

を
目
指
し
た
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
地
震
発

生
時
に
塀
の
倒
壊
に
よ
る

道
路
閉
塞
を
防
ぐ
た
め
、

生
垣
設
置
補
助
事
業
を
利

用
し
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
撤
去
を
推
進
し
て
き

た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
診
断
士

の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
木

造
耐
震
診
断
派
遣
を
行
っ

て
い
る
建
築
士
会
な
ど
と

派
遣
の
可
能
性
に
つ
い
て

協
議
し
、
防
災
の
視
点
か

ら
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
働

き
か
け
た
い
。

安全確認はお済みですか？

現在の東海駅西口広場

問　

駅
西
広
場
は
、
懸
案

中
の
懸
案
で
あ
り
、
残
り
１

軒
と
な
っ
た
物
件
移
転
に
つ

い
て
は
契
約
が
成
立
し
た

が
、
そ
の
後
の
進
展
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
駅

西
の
無
電
柱
化
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

駅
西
の
駅
前
広
場
再

整
備
は
、
３
期
に
分
け
て

進
め
て
お
り
、
昨
年
度
は

第
１
期
と
し
て
、
ロ
ー
タ

リ
ー
、
周
辺
歩
道
、
大
型

バ
ス
の
待
機
ス
ペ
ー
ス
、
植

栽
等
の
設
置
が
完
了
し
た
。

残
り
１
軒
の
物
件
移
転
の

進
捗
と
し
て
、
年
度
内
に

家
屋
及
び
付
帯
施
設
の
撤

去
作
業
等
が
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
村
と
し
て
は
、

国
体
も
迫
って
い
る
た
め
、一

日
も
早
く
整
地
工
事
に
着

手
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
。無
電
柱
化
に
つ
い
て
は
、

都
市
災
害
の
防
止
、
快
適

な
通
行
空
間
等
を
目
的
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
重
要

な
施
策
で
あ
る
が
、
道
路

の
占
用
状
況
や
多
額
の
整

備
費
用
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
現
段
階
で
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。

問　

駅
西
区
画
整
理
事
業

の
終
結
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

駅
西
地
区
に
つ
い

て
は
、
い
ろ
い
ろ
懸
案
を

抱
え
て
き
た
が
、
来
年
の

国
体
に
向
け
て
、
で
き
る

と
こ
ろ
ま
で
整
備
を
進
め

て
い
く
。

問　

村
は
、
防
災
と
減
災

の
視
点
か
ら
、
地
震
に
備

え
て
、
民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
安
全
対
策
に
取
り
組

む
べ
き
。
撤
去
・
改
修
費

用
の
助
成
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀

診
断
士
の
現
地
派
遣
が
で

き
な
い
か
、
伺
う
。

答　

全
国
の
２
０
１
市

町
村
で
、
民
間
所
有
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
等
に

対
し
て
、
補
助
制
度
が
創

設
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一

方
、
茨
城
県
に
は
補
助
制

度
を
創
設
し
て
い
る
市
町

村
は
な
い
。
村
で
は
、
東

日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

新政とうかい
舛井　文夫　議員

公明党
岡崎　悟　議員
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どなたでも傍聴できます。

役場議会棟２階にお越しく

ださい。（受付は30分前から）

傍聴の定員は
50名

傍聴から
はじめよう！

議
会
の

イ
モ
ゾ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
学
ぼ
う

識
9No.

「決算審査」ってなんですか？
9月議会は、決算議会とも言われます。これは、村長が地方自治法の規定による決算調
製を経て、議会に前年度の決算を提出できる時期がちょうど9月議会となるためです。

表紙写真の紹介
　照沼小の児童と村松宿こど
も園の園児による稲刈り会。
雨上がりでぬかるだ田んぼに
足を踏み入れ、泥んこになり
ながら地域の方々が大切に育
ててくれた稲をみんなで収穫。
　真崎浦の圃場では、地域と
行政、学校とが連携して豊かな
田園風景を守り続けています。

12 月定例会日程（予定）
期　日 時　間 内　容 期　日 時　間 内　容

12 月 ３日（月） 午前 10時～ 開会 12月 14日（金） 午前　９時～ 予算決算委員会

12月 11日（火） 午前 10時～ 一般質問 12月 17日（月） 午前 10時～ 予算決算委員会

12月 12日（水） 午前 10時～ 一般質問 12月 20日（木） 午前 10時～ 議案審議

12月 13日（木） 午前 10時～ 一般質問 ※日程は変更になる場合があります。

内　容容容

いもマミィ

いもマミィ

いもサク

いもサク

お父さん、「決算の審査」ってどんなことをするの？

住民の税金である村の予算がどのように使われて、どのような成果を
あげたかを、議会が住民の立場で審査・評価することだよ。決算の認
定は、予算の議決権と同じように、議会の大事な権限でもあるね。

地方の財政は厳しいってよく聞くけど・・・

既読
10：35

さすがお父さん！ボーっと生きてないわね

いもマミィ

議会が決算を認定しなかったらどうなるの？

少子高齢化や人口減少が避けられない中では、決算審査は単年度の財
政の健全性を確認するだけでなく、中長期的な視点で行財政運営に役
立つ意見を出すことが必要になるね。だから、議員にはより高度な力
量が求められているんだ。

いもマミィ

いもサク

法的な影響はないけど、村長には政治的な責任が残るよね。

既読
10：00

既読
10：01

既読
10：20

既読
10：22

既読
10：25

既読
10：30




